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ウリ科野菜急性萎凋症の早期診断技術の開発
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Development of techniques for rapid diagnosis of Sudden wiItsyndrome of cucurbits 
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The Sudden wilt syndrome of cucurbits has been epidemic in Chiba prefecture for recent years. This disease ap-
pears to be caused by soil…borne plant pathogens， ωand Monospor，Phomopsis sclerotioid， αscus cannonbαlus. The 
Laboratory of Plant Pathology of Chiba University developed a rapid technique to identify these fungal pathogens 
using gene sequences specific to either of them. Furthermore，the Laboratory has collaborated with Chiba Prefec欄 
tural Agriculture Research Center to pursue a joint research project aiming at rapid and accur剖ediagnosis of this 
disease. Because the two pathogens require deferent control measures，the diagnosis technique should improve the 
control efficiency ag同nstthese pathogens. 
1. はじめに
近年，千葉県内のスイカやメロンなどのウリ科野菜に急性
萎凋症が多発している(第 1図).本病害は，実生が着果後，
急激に萎凋・枯死するもので，現在のところ，ホモプシス根
腐病や黒点根腐病が主な原因と考えられている.
総合研究センタ…では，病害発生当初から生産農家を対象に
アンケ…ト調査を行うと共に，発生要悶究明のための試験・
研究を行ってきた [3].一方，千葉大学閤芸学部植物病学
研究室では，ホモブシス根腐病菌や黒点根腐病菌の遺伝子配
列を利用して，これらの菌を簡易に同定する手法を開発した 
[ 1，5].現在，両機関はウリ類急性萎凋症の早期診断技
術を確立すべく共同で、研究を行っている.本稿では，これま
・試験の経緯と共に防除対策として得られた知見を
紹介する.
本病害の被害が深刻になりつつあった平成10年に千葉県
内の主なスイカ生産地域の農家を対象にアンケート調査を行
い，得られた704pの問答に基づいて発生要因および有効な
防除対策のための解析を試みた [2，3].この時点では，
本病害の原悶が特定されておらず，病害発生状況の実態を把
握すること，および防除対策のヒントを得る上で、アンケート
調査と分析が有効と考えられたためである.
スイカ急性萎凋症の発生に関わる要因として，発生が見ら
ウリ類急性萎凋症のアンケート調査と分析 2. 
れた農家の作付地の条件(連作地，造成地，排水不良，傾斜
地)の影響程度を検討した.回答が「以前に発住Jを1，1最
近発生」を 2，1再び発生Jを3，1時々発生Jを4，1毎年
発生Jを5と序列化して，口ジスティック回帰モヂルに当
てはめたところ，連作地，排水不良，傾斜地のパラメータが
病害発生に有意な影響を及ぼしていた.ただし，排水不良や
傾斜地の問答数が少なかった (1萎凋症発生有り」の14%と 
4%)ことから，連作地 (1萎凋症発生有り」の56%)の影
響が最も強いと考えられた.
また，土壊消毒剤については， 1以前発生したが，現在は
発生していなしリと回答した農家の多くが， CP系(クロル
ピクリンやド口クロールなど)を使用しており， DD系 (DD
やテロンなど)よりも本病害の防除に有効であることが示唆
された.さらに， 1士壊消毒剤を使用したときの効果Jにつ
いての問答でも， CP系の方がDD系よりも防除効果が有意に
高かった.したがって，本病害が線虫に図るものではないこ
とが推察された(第 2図). 
一方，アンケート調査の解析から，病害発生と輪作作物と
の意外な関係が認められた.例えば，スイカの前作にトマト
を作付することが，本病の発生と有意に対応していたのに対
し，ダイコンやホウレンソウを作付した場合には発生が少な
くなる傾向が見られた(第 3図).しかし，ホウレンソウは
作付している農家数が24戸と少なかったこと，そして， ト
マトはハウス栽培，ダイコンやホウレンソウは露地栽培と栽
培体系がことなることから，更なる検討が必要と思われた.
(なお， 1前作作物」はスイカ栽培を主体に考えた場合「後
作作物Jと呼ばれることが多いが，スイカ作付け前に栽培し
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第1図 千葉県内のハウス栽培スイカ (A)およびメロン 
(B)に発生した急性萎凋疲
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前述のように土壌消毒剤が有効であることから，本病害の
原因が土壊病原菌であることは容易に予想されたが，実際に
急性萎凋症の病微を示すスイカ18株，メロン 6株を供試し
て，定j去により病原蘭の分離と接種試験を行った.その結果，
ホモブシス根腐病菌 (Phomopsis Sp.)が 9株(スイカ 6株，
メロン 3株)から，黒点根腐病菌 (Monospor，ωcuscαnnonbal-
lus)が6株(スイカ 3株，メロン 3株)から，つる割病菌 
(Fusarium oxysporum f. sp. niveum)がスイカ 1株から分離
され，また，これらの分離菌株の病原性も再現された.さら
円 ノ 』C 
第3図 スイカ急性萎凋症の発病状況と前作作物との関
係[3 ] 
スイカ生産農家 (704戸)における急性萎凋症
の発生状況と前作作物の種類の度数から対応分
析した.注:発生状況と前作が原点に対して同
方向で近い位置にあれば，強く対応している.
分割表における尤度比およびfpeasonのカイ 2乗統
計量は次の通り:G 2 56.5 (pく0.001); X2
54.4(Pく0.001). 
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が軽減されることは様々な土壌病原菌で知られている.病害
軽減に有効な輪作作物の組合せを科学的に立証することは，
環境負荷を軽減する農業にとって大いに役立つはずである.
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前述のアンケ…ト調資の結果では，スイカの前作にトマトを
作付すると本病容の発生が増加し，ホウレンソウやダイコン
では減少する傾向が見られた.そこで，ホモブシスネ即寓病菌
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および黒点根腐病の汚染石枠圃場にて，ダイコン (1献夏37
号j，夏まき秋どり栽培)，ホウレンソウ (Iksp-Dlj，1ユー
パロj，1パンドラj，秋冬どり栽培)，ニンジン (1向陽 2号j，
秋冬どり栽培)，トマト (1桃太郎ヨ…クj，抑制栽培)をそ
れぞれ栽培後，スイカ(台木「かちどき 2号j，穂木「甘泉j)
のトンネル栽培をした.
結果として， 1年目ではトマトの前作で，萎凋程度が増
大し，ダイコンの前作では軽減したが， 2年目では全体に
萎凋程度が小さく，効果は再現されなかった(第 4図).こ
の不安定性の理由は判然としないが，スイカ急J性萎凋症の原
因が，少なくともホモプシス根腐病と黒点根腐病の 2種類
あり，それぞ、れの発生滴楓が前者は比較的低温，後者では高
温と性質が異なること，さらに，線虫や台木品種聞の感受性
の相違など，複雑な病害発生システムであることに起因して
いる可能性が考えられた [2J. 
一方，メロン黒点、キ即寓病ではメロン連作の他， トマトやニ
ンジンをメロンの前作に栽培すると黒点根腐病菌が土壊中か
ら検出されたが，ダイコンを前作に栽培すると病原菌は検出
されなかった(第 5凶)[6].このときの検出法はM.ωnnon同 
ballusに特異的なプライマーを用いたPCR法[1]を利用し
ており，ダイコン栽培によって黒点根腐病閣の響皮が検出限
界以下まで低下していたことが示唆された.ダイコン等のア
ブラナ科植物にはグルコシノレートが合まれており，その分
解産物であるイソチアネートには強い抗菌性が知られている.
このことから，アブラナ科植物は本病害を予防するための輪
作体系を構築する上で、有用な候補になると考えられた.
第 4図 前作作物の種類がスイカ急性萎凋症に及ぼす影 
[2 ] 
注:同一英文字聞に有意差	 (p<0.05 by Tukey's HSD)は認められ
ない. H13 (平成13年度)， H14 (平成14年度). 
Smγ。MeRa CaNm Is Nc 
第 5図 前作作物の濃いによるメロン黒点根腐病蘭の検
出[6] 
注:ウリ類黒点根腐病閣汚染土壌に前作作物を栽培後メロンを栽培
した非根闘土壌からのDNAを抽出し，特異的プライマ}を用い
てPCRを行った. To:トマト前作一メロン後作土壌， Me:メロ
ン前作(メロン連作)土壊， Ra:ダイコン前作一メロン後作土壌， 
Ca:ニンジン前作一メロン後作土壌， Nm:病原菌無接種…メロン
後作士壌， Is:病原菌接種直後の土壌， Nc:ネガテイブコント
ロール.
に，地上部病徴の特徴(収穫初期以降に茎葉が生気を失って
萎凋する)や地下部の病徴(根部の暗褐色化)と標徴(ホモ
プシス根腐病閣の擬似閣核や黒点根腐病閣の子のう殻)を総
合的に判断すると，本病害の原因は，主にホモブシスネ即寓病
と黒点根腐病のいずれか，または両方であると考えられた.
さらに，ホモブシス根腐病菌 (Phomopsissp.)は本邦では
種レベルの同定が未確定で、あったが，これらの分離株のリボ
ゾー ムDNA中のITS領域を用いて本菌がP.sclerotioidesで、あ
ることが検証された [4，7J. 
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壌消毒以外の防除法を開発してほしいj，I人家の近くで使用
ウリ類急性襲凋症汚染闘場の早期診断技術の開発 5. できる農薬を開発してほしいj，I育苗の段階で防除できたら
良いj，I作付け前に原因の究明を求めたいj，I発生がある程
ウリ類急J性萎凋症に対し，圃場に一旦発病してから有効な
防除対策を施すことは極めて悶難となる.したがって，ウリ
科野菜の栽培前に対象岡場にホモプシス根腐病菌あるいは黒
点根腐病閣が存在しているかどうかを正しく把握することが，
本病の防除対策の第 1ステッブとして重要である.なぜな
ら，ホモブシス根腐病の場合，高温期ならば太陽熱消毒でも
十分効果が期待できるし，さらに土嬢還元消毒を行えば，ほ
ほ完全に発病を抑えることができるが，黒点根腐病には，こ
れらの方法では効果が認められないので，クロルピクリン等
の化学合成農薬による土壌くん蒸消毒が必要となるからであ
る.
ホモブシス根腐病と黒点根腐病は，収穫後期になれば，前
者では擬似菌核が，後者では子のう殻がd罷病根に形成される
ことが多く，比較的容易に判別できる.しかし，幼苗根や土
壌中に生存しているこれらの菌を検出・同定するのは簡単で
はない.そこで，千葉大学園芸学部植物病学研究室では両菌
のリボゾームDNA中のITS領域における種特異性の高い塩基
配列をプライマ…として，PCRi去による岡商の簡易検出・同
定法の開発を行った[1，5].このプライマ…を用いて， 
2006年夏に葵凋症状が確認された銚子地域のメ口ン闘場の
土壊を分析した結果が第 1表である.いずれの土壊サンブ
ルからもホモブシス根腐病菌が検出されなかったことから，
この地域のウリ類急J性萎凋症の主な病原は黒点根腐病菌と推
察された.しかし，いくつかの圃場では病害が発生している
にも関わらず本病原闘が検出できなかった.この原悶として， 
DNA抽出に供試する土壊サンプルが0.5gと微少であるため，
圃場に病原菌が存在しでも士嬢サンプルに含まれない可能性
が考えられる.今回は同じ圃場から 4反復でサンプルを供
試したが，さらにサンプル数を増やすことも検討すべきであ
ろう.なお， 1サンプルからでも菌が検出されれば，当該
闘場は病原菌に汚染されていると考えられる.
土壌には多様なPCR阻害物質が合まれており，
によ。てPCRが上手く進行しない場合もある.そこで，病原
菌を土壊から直接に検出するのではなく，供試土壌にウリ科
野菜の幼苗を短期間栽培し，その組織片からDNAを抽出す
ることで，より正確な汚染圃場の検定に利用する方法を現在
開発中である.
度予想できたら良いと思うJなど，生産農家の切実な声が多
数あった.その後の試験・研究によって，原因の究明はほぼ
達成されたと思われるが，防除対策に関しては，まだ道半ば
である.生産農家の誰もが，できるならば化学合成農薬の使
用を避けたいと願っていることから，急性萎凋蹴に強く，か
っ果実の品質が維持できる台木の開発は，今後，強く望まれ
るところである.
また，輪作等の耕種的防除法も土壊消毒と有効に組合せれ
ば，病害発生軽減の効果が期待できそうである.今後，産地
闘場の土壌を対象に黒点根腐病菌およびホモブシス根腐病菌
の正搬な検出法が確立されれば，ウリ類急J性萎凋症に対して，
より的確な防除対策を講じることが可能となるだろう.
摘要
千葉県内のウリ科野菜に多発している急J性萎凋症は，ホモ
プシス根腐病繭や黒点根腐病菌が主な病原と考えられる.植
物病学研究室はこれらの閣に特異的な遺伝子商酬を利用して
簡易に同定する手法を開発し，千葉県農業総合研究センタ…
と共同でウリ類急性萎凋症の早期診断技術の開発を行ってい
る.両病害の防除対策が全く異なることから，早期診断技術
が確立によって防除効率の向上が期待される.
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1表 メロン栽培土壊から抽出したDNAを鋳型としたPCRによる黒点根
腐病蘭の検出結果
メロンの症状 黒点根腐病菌
地区 闘場m メロン 試料No. 根の禍変 DNAの検出 
1 
横芝光 50 ナイル 
2 
3 
少 有(少) 
4 
銚子 CKR アムス 
1 
2 
3 
無 無
。 
4 
1 
銚子 CK アムス 
2 
3 
極少 艦 
銚子 CKH1 アムス 
4 
1 
2 
3 
4 
ニ点r; 有
。。。。 
1 
銚子 CKH2 アムス 
2 
。円 
4 
鑑 鑑
。 
1 
銚子 CS1 アムス
2 
3 
ュ々Cf 有 。 
4 
1 
2 
銚子 CS2 アムス 
3 
中 有 
4 
1 
2 
銚子 CS3 アムス 
3 
少 有(少) 
4 
注:1)黒点根腐病簡に特異的なプライマ…セット (CMc-2 /CMc-3)を用いた. 
(2005) :日本産ウリ類ホモプシス根腐病菌の系統解析， (受付:2006年11月15日受理:2006年12月20日)
日本楠物病理学会報， 71(3)，219. 
